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1．産卵親魚の調査結果  

播磨灘北東部の鹿ノ瀬で、12 月 2 日から 1 月 5 日にかけて延べ 6 回、文鎮漕ぎに

よる採集調査を実施した。  

(1) 親魚密度  

文鎮漕ぎ 1 曳当たりの採集尾数は、昨年と同水準の 26.6 尾で、平年を下回り、

依然として低い値であった。年齢組成は 1 才魚が 76.3%、2 才魚以上が 23.7%であ

った（表 1）。  

 

(2) 親魚の全長組成  

平均全長は 1 才魚が 92.4mm、2 才魚以上が 138.6mm で、昨年とほぼ同じで

あった（図 1）。  

 
 

 

表1　親魚密度（文鎮漕ぎ1曳当たりの採集尾数）

今　年 20.3尾 （76.3%） 6.3尾 （23.7%） 26.6尾

昨　年 30.7尾 （93.0%） 2.3尾 （7.0%） 33.0尾

平　年 129.1尾 （72.5%） 48.9尾 （27.5%）  178.0尾

1才魚 2才魚以上 全　体

（平年：昭和61～令和2年の平均値）
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【今 年】

親魚密度 26.6尾

平均全長

□1才魚 ： 92.4mm

■2才魚以上：138.6mm

全体 ：103.4mm

【昨 年】

親魚密度 33.0尾

平均全長

□1才魚 ： 93.5mm

■2才魚以上：136.8mm

全体 ： 96.5mm

全 長 (mm)

図 1 親魚の全長組成
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図1 親魚の全長組成  
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(3) 産卵量指数  

今年の産卵量指数は 0.38 で、昨年と同程度の値となり、平年に比べ低い値であ

った（表 2）。  

＊産卵量指数：総産卵量の目安となる数値。1 尾当たりの産卵量は親魚の大きさによって

異なるため、毎年の親魚密度と全長組成から算出している。  

 

 

 

(4) 産卵盛期  

今年の雌親魚の生殖腺（卵巣）熟度指数は、12 月上旬から 22 日にかけて上昇

し、12 月 22 日から 1 月 5 日にかけて低下した（図 2）。また 22 日の調査では産

卵が始まっていなかったが、5 日の調査では採集した全ての個体が産卵を終えてい

た。以上のことから、鹿ノ瀬における今年の産卵盛期は昨年とほぼ同時期の 12 月

23 日から 1 月 5 日の間と考えられた。  

 

 

 

 

 

表2　産卵量指数（昭和62（1987）年漁期の産卵量を1.00とした場合の相対値）

今　年 0.15 （39.5%） 0.23 （60.5%）

昨　年 0.24 （75.0%） 0.08 （25.0%）

平　年 1.26 （39.5%） 1.93 （60.5%） 3.19

（平年：昭和61～令和2年の平均値）

1才魚           2才魚以上 全　体
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図2 雌親魚の生殖腺熟度指数の変化   
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2．稚仔の調査結果  

稚仔の調査は１月 26 日、27 日、29 日に実施し、表層から底層までの往復傾斜曳

き（口径 60cm のボンゴネット使用）により採集した。  

1 地点当たりの平均採集尾数は、播磨灘が 1.7 尾（昨年：3.4 尾）、大阪湾が 2.2 尾

（昨年：15.1 尾）、紀伊水道が 0.6 尾（昨年：0.9 尾）であった。各海域とも昨年及

び平年を下回り、分布量は低水準であった（表 3、図 3）。  

全長の平均値は、播磨灘が 10.1mm（昨年 6.4mm）、大阪湾が 8.6mm（昨年 6.1mm）、

紀伊水道が 9.3mm（昨年 7.5mm）であった（図 4～6）。  

 

 

 
 

 

 

 

表3　海域ごとの稚仔採集尾数平均値　（1㎡水柱当たりの尾数）

今　年 1.7 2.2 0.6

昨　年 3.4 15.1 0.9

平　年 10.2 14.1 3.1

（平年：ボンゴネットによる調査を開始した平成24～令和3年の10年間の平均値）

播　磨　灘 大　阪　湾      紀伊水道

図3 稚仔の採集尾数（1㎡水柱当たりの尾数） 
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■表層～底層曳（ボンゴネット）
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図4 表層から底層までの往復傾斜曳きで採集された稚仔の全長組成（播磨灘）
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図4 表層から底層までの往復傾斜曳きで採集された稚仔の全長組成（播磨灘）
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図5 表層から底層までの往復傾斜曳きで採集された稚仔の全長組成（大阪湾）
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3．稚仔の成育の見通し  

稚仔の成長速度は水温の影響を強く受け、水温が高いほど成長速度が速くなる。今

年の明石海峡部の水温は、平年（平成 24～令和 3 年の 10 年間の平均値）に比べ 1 月

上旬は低め、中旬以降は高め～平年並み～低めと推移している（図 7）。  

1 月 26 日に大阪管区気象台から発表された平均気温の 1 か月予報（1 週目は平年

並みまたは低い、2 週目以降は平年並み）から判断すると、今後の水温は低めから平

年並みに推移すると予測され、稚魚の成長速度も平年並みか下回ると考えられる。  
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【昨 年】

1月16日

平均 7.5mm

図6 表層から底層までの往復傾斜曳きで採集された稚仔の全長組成（紀伊水道）

【今 年】

1月29日

平均 9.3mm

紀伊水道 今年   

紀伊水道 昨年

今年  

図7 明石海峡部1.5m層日平均水温の推移  
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4．シンコ漁の予測  

昨漁期の漁獲量は、播磨灘、大阪湾、紀伊水道の 3 海域において平年（標本漁協におけ

る昭和 62 年～令和 2 年の 2、3 月のシンコ漁獲量の平均値を基本とする）を下回り、紀伊水

道では漁獲されなかったが、播磨灘、大阪湾では一昨年同様低水準であった。  

今漁期の産卵量は、低水準であった昨年並みであり、稚仔の分布量は昨年を下回

り、稚仔の体サイズは昨年よりも大きかった。これらのことから、今漁期のシンコ漁

獲量は平年と比較すると依然として低水準となると考えられ、“3 海域とも平年を下

回る”と予想される。  

 

 

※）シンコの網おろし日は各地区漁業者の自主的判断によるが、過去の経験から網下

ろしが早過ぎた場合には不漁になる可能性が高い。網おろし日の決定にあたって

はこの点を十分に考慮する必要がある。  

また、依然としてイカナゴの資源量は低水準であることから、翌年の漁獲量を増

やしていくためには、引き続き産卵親魚を残すことを考慮した漁獲や網あげの取

組が必要である。  

 

 


